
○ポロト自然休養林の利活用による農泊事業の推進や地域活性化等に資することを目的に、平成29年にポロトの森エコミュー
ジアム推進協議会を設立。

○2020年にアイヌ民族博物館が国立化されることを受け、地域の各ステイクホルダーが一体となって来訪者の知的満足度を上
げる新たなプログラムの開発及び実証、先進事例の視察やマーケティング調査、人材育成体制の構築に取り組む。

ポロトの森エコミュージアム推進協議会 〔北海道白老郡白老町〕
しらおいぐんしらおいちょう

【実施体制】北海道白老郡

【採 択 年 度】
平成29年度

【事業実施期間】
平成29～30年度

【取組内容】

【特徴的な取組】
○ ポロトの森でアイヌ文化を取り入れた自然体験プログラ

ムのモニターツアーを実施
○ 株式会社北海道宝島旅行社の問い合わせデータに基づ

き、訪日外国人旅行者が白老町に求めるものを調査
○プログラムを展開する人材確保のため、NEAL(Nature 

Experience Activity Leader)のカリキュラムに準拠して講習
内容を構成及び資格発行の体制を整えた
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白老町

【事務局】
・企 画
・運 営
・会 計

【連携団体】

・体験プログラム
・宿泊（キャンプ場）
・食事
・人材育成

【旅行会社】
・観光地域づくり
・市場調査
・広報

ポロトの森エコミュージアム推進協議会
（事業実施主体）

【行政】
・各種調査
・事務局補佐

白老町

旧アイヌ民族博物館

ポロト湖および

ポロトの森ガイドウォーク

一般社団法人白老観光協会
取扱実績

H29年度
〇ポロトの森入込人数：23,231人
〇宿泊者数（キャンプ場）：3,370人
〇宿泊売上げ（キャンプ場）：2,305,340円
〇体験プログラム数：7個
〇NEAL講習会開催数：3件
〇先進地視察：1件

株式会社北海道宝島旅行社
取扱実績

H29年度
〇プログラム作成のためのワークショップ：1件
〇モニターツアー実施件数：4件(内、宿泊型1件、日帰り型3件)
〇有効回答者数：25名
〇マーケティング調査対象人数：4,384人（インバウンド）
〇Webサイト新規作成
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